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目
次　東日本大震災で休止してい

た国見町生きがいディサービ
スが５月 15 日大木戸ふれあ
いセンターで再開しました。
　オープニングセレモニーで
は、大木戸地区の高齢者 11
名が参加し、太田久雄町長、
八島博正議長のあいさつの後
に来賓、職員紹介が行われま
した。
　参加者は、「この日が来る
の、首を長くしてまってだぞ
い」「みんなと、話すだけで
元気になる」と終始笑顔で話
をされていました。
　当日最高齢の 91 歳の女性
は、平成６年の開始当初から
利用しており、みんなと一緒
にいるだけで楽しいとニコニ

コしながら話をされていまし
た。
　震災前、生きがいディサー
ビスは、地区別に７班編成で
毎日開催されていましたが、
現在登録者数は 39名で 3班
編成、週２～３回開催し、班
あたり月３回程度の開催と
なっています。
　町では現在、生きがいディ
サービスの利用者を募集して
います。申込み希望の方は、
以下により申込みください。

▼実施施設　国見町大木戸ふ
れあいセンター
▼利用対象者　概ね 65 歳以
上で要介護認定を受けていな
い方

▼事業の内容　趣味活動・給
食サービス・健康チェック等
を月に３回程度実施
▼利用料　５００円（１回）
▼送　迎　まちなかタクシー

申込・問い合わせ
　保健福祉課長寿介護係
　☎５８５―２１２５

  次号では、いきいきサロン・
生きがいディサービスの様子
を皆様にお知らせする予定で
す。

国見町生きがい
ディサービス
開所式
高齢者の元気の源に

特集　国見町の高齢者

鳥取・深山神社大藤

開所式の様子（大木戸地区の皆さん）

久しぶりだない
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介
護
予
防
教
室
の
終
了
後
、

自
主
的
に
教
室
の
参
加
者
の
仲

間
が
集
ま
り
、
活
動
を
行
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
3
月
か
ら
活
動
し
て

い
る
「
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
で

現
在
14
名
の
方
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
事
業
担
当
課
に
お
い
て

も
、
予
想
以
上
の
反
応
に
高
齢

者
の
介
護
予
防
に
対
す
る
認
識

の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

健
康
で
い
る
た
め
に

健
康
で
い
る
た
め
に  

       
       

国
見
町
の
介
護
予
防
教
室

国
見
町
の
介
護
予
防
教
室

                          
                          

＆
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

＆
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

   

介
護
予
防
教
室

　

介
護
予
防
教
室
（
は
つ
ら
つ

運
動
教
室
）
の
利
用
対
象
者
は
、

65
歳
以
上
の
方
で
平
成
23
年
6

月
〜
7
月
に
実
施
し
た
日
常
生

活
圏
ニ
ー
ズ
調
査
（
生
活
や
健

康
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
）

に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
で
、

介
護
予
防
事
業
の
対
象
と
認
め

ら
れ
る
方
で
す
。
対
象
者
に
は
、

保
健
福
祉
課
か
ら
個
別
に
連
絡

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
３
教
室
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
各
教
室
受
付
開
始
か

ら
数
時
間
で
定
員
に
な
る
ほ
ど
人

気
で
今
年
は
、
教
室
数
を
５
教
室

ま
で
増
や
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

人
気
の
理
由
は
、
高
齢
者
皆
さ

ん
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
見
つ
け

て
、
個
人
ご
と
に
ス
イ
ッ
チ
を
押

し
て
く
れ
る
講
師
の
方
々
、
そ
し

て
口
コ
ミ
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で

運
動
教
室
等
も
実
施
し
て
お
り
、

高
齢
者
の
運
動
に
対
す
る
意
識
の

変
化
に
よ
る
こ
と
も
人
気
の
理
由

で
す
。

　

教
室
は
、
年
齢
に
よ
り
、「
い

き
い
き
コ
ー
ス
」
と
「
ゆ
っ
た

り
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
て
お
り
、

週
1
回
計
12
回
を
1
教
室
と
し

て
い
ま
す
。
運
動
指
導
の
他
に

看
護
師
等
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

も
毎
回
行
っ
て
お
り
、
体
調
の
す

ぐ
れ
な
い
方
も
、
す
ぐ
に
対
応
出

来
る
体
制
で
、
安
心
し
て
運
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
身
体
を
動
か
す
運

動
は
も
ち
ろ
ん
、
手
足
を
使
っ
た

脳
の
運
動
、
ま
た
、
転
倒
等
の

際
に
反
射
的
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
じ
ゃ
ん
け
ん
等
を
取
り
入
れ

た
運
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
は
緊
張
で
表
情
の
硬
い
利

用
者
の
皆
さ
ん
も
、
講
師
の
笑
い

を
交
え
た
指
導
で
、
い
つ
の
間
に

か
笑
顔
、
そ
し
て
教
室
中
に
笑
い

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

自
主
化
グ
ル
ー
プ

　

ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

　

私
た
ち
は
、
国
見
町
に
住
む

高
齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
お
手
伝
い
す
る
相
談
窓

口
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
次
の
よ
う
な
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
介
護
・
健
康
の
こ
と

◎
お
金
や
財
産
管
理
の
こ
と

◎
近
所
の
高
齢
者
の
こ
と

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
相
談
や
悩
み
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る

の
？

Ａ 

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
方
は

ど
な
た
で
も
、
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

Ｑ
相
談
に
応
じ
る
職
員
は
ど
ん
な

人
？

Ａ  

社
会
福
祉
士
と
保
健
師
の
２
名

の
専
門
職
員
で
す
。
相
談
内
容
、
質

問
内
容
は
守
秘
義
務
を
守
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す

　

相
談
の
他
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
認
知

症
へ
の
正
し
い
理
解
を
持
ち
、

認
知
症
を
抱
え
た
人
や
そ
の
家

族
を
応
援
し
温
か
く
見
守
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で

す
。

　

平
成
24
年
度
末
で
、
国
見
町

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
約

４
７
０
人
。
今
後
も
、
活
動
を

通
し
て
認
知
症
の
方
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

の
皆
様
と
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
内
）

☎
５
８
５
‐
２
７
０
２

地域包括職員の（写真左から）髙橋、佐藤

スマイルクラブ 脳トレで笑顔

ＹＡＧＯメディカルフィット
ネスクラブ健康運動指導士
滝口　義光さん

　はつらつ運動教室は日常生活を
円滑に送るために必要な運動をグ
ループで行う教室です。柔軟性を
高めるストレッチ・チューブやボー
ルを使用した筋力トレーニング・
転倒予防のための歩行運動・バラ
ンス機能向上の運動を主として全
12 回行います。初回と最終回に 5
種目の体力測定を行い個人の体力
レベルを測定し、能力の変化を確
認します。教室のモットーは楽し
く笑顔で運動し、充実した日常生
活を送りたい方にお勧めです。
　スマイルクラブは、12 回の教室
を卒業した方やそれと同等の体力
レベルの方が月に 2回集まり継続
して運動を行う自主サークルです。
こちらも常に笑顔で元気一杯！教
室の復習や新しい種目、レクリエー
ションなどを多く取り入れて健康
度 UP を目指しています。とにか
く楽しく笑顔で効果的に！をモッ
トーに頑張っています。

こ
ん
に
ち
は

国
見
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
！

スマイルクラブ
代表　髙橋　不二子さん

　スマイルクラブの結成は、平成
23 年度に行われた介護予防教室に
参加した方が、このまま終了して
しまうと、一人で続けるのは難し
いとの声から、立ち上げたクラブ
です。
　介護予防教室では、知り合いと
話すことはあってもその他の教室
利用者と会話することはほとんど
ありませんでした。しかし、グルー
プをみんなで立ち上げたことによ
り、より深い絆ができ、今は、和
気あいあいとみんなで活動し、心
も身体も運動を始めた頃よりも元
気になっています。「健康はもちろ
ん一番に考えていますが、月に 2
回でも家から出て、友達と一緒に
話したり、笑ったりするのが一番
の楽しみです」「今後も講師の指導
を受けながら、自分の身体を自分
で守るために、みんなで楽しく健
康を考えていきたい」運動は、楽
しくなくちゃ長続きしません。皆
さんも楽しんでください。　

ＹＡＧ
ネスクさん

ブ

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
インタビュー

　(上）いきいきコース

（下）ゆったりコース
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　池田町長と災害時相互応援
協定を締結後、池田町議会議
員、町内会長など約 100 名に
太田久雄町長が防災講演を行
いました。
　講演会では、震災時の国見
町での被害状況から、現在ま
での復興状況、放射線量、除
染の進行状況について、さら
に応急復旧での庁舎の様子等
について話しました。
　会場からは、震災後の下水
道の復旧の状況等につき質問
があり、町長から段階をふん
だ復旧が大切との説明があり
ました。
　参加された方からは、「大震
災時の困難な状況が理解でき、
災害時相互応援協定の重要性
と防災意識も高まった。応援
協定をきっかけに交流を深め
ていくべき」との声がだされ
ました。

　

5
月
14
日
太
田
久
雄
町
長
は
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
岩
手
県
平
泉

町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

平
泉
町
と
は
、
奥
州
平
泉
の
藤
原

泰
衝
軍
が
国
見
町
の
阿
津
賀
志
山
に

防
塁
を
築
い
た
こ
と
な
ど
ゆ
か
り
が

あ
り
、
平
成
21
年
に
は
中
尊
寺
蓮
の

株
を
譲
り
受
け
、
現
在
西
大
枝
字
道

下
地
内
に
栽
培
が
さ
れ
て
お
り
、
7

月
末
か
ら
8
月
い
っ
ぱ
い
見
頃
を
迎

え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
8
月
に
は
平
泉
か
ら

小
学
校
5
・
6
年
生
が
当
町
を
訪
問

す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
の

訪
問
に
よ
り
今
後
継
続
的
に
交
流
を

図
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

震
災
後
の
復
旧
・
復
興

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
を

訴
え
る

　５月２８日国見町は岐阜県池
田町と災害時相互応援協定を締
結しました。
　国見町と岐阜県池田町は、い
ずれかの町で災害が発生し、被
災した町のみでは十分な対策を
講じることが出来ない場合、応
援を迅速かつ円滑に行えるよ
う、災害時相互応援協定を締結
しました。
　１　応援協定締結の相手　
　　　岐阜県揖郡池田町
　２　 協定の応援内容

① 食料、飲料水及び生活必需品
の提供

② 救助及び救援活動に必要な車
両等の提供

③ 応急対策等に必要な職員の派
遣

④ 避難及び収容のための施設の
提供

⑤ 被災児童、被災生徒等の一時
受入

⑥ その他被災市町村から特に要
請があった事項

　今回遠く離れた岐阜県池田町

と災害協定を結ぶきっかけは、
東日本大震災時に下水道災害復
旧支援のために池田町から応援
職員の派遣を受けたことです。
昨年５月には岡崎和夫町長、池
田町議会議員が当町を訪問して
います。
　今回の協定締結後、太田久雄
町長は、「池田町とは連携・交
流を進め、国見町の安全・安心
のためにしっかりと対応してま
いりたい」とコメントしました。
　

岩手県平泉町の菅原正義町長

 　

5
月
20
日
に
国
見
町
の
特
産
品「
も

も
」
を
使
っ
た
「
ピ
ー
チ
ワ
イ
ン
」
の

製
造
元
が
あ
り
、
ワ
イ
ン
が
有
名
な

山
形
県
朝
日
町
を
太
田
久
雄
町
長
が

訪
問
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
浩
幸
町
長
と
の
懇
談
で
は
、
今

後
お
互
い
の
特
産
品
を
通
じ
て
交
流

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
災
害
時
の
支

援
も
入
れ
て
交
流
し
て
い
く
こ
と
が

鈴
木
町
長
と
太
田
久
雄
町
長
の
間
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

山形県朝日町の鈴木浩幸町長

池田町岡崎和夫町長と太田久雄町長の締結式の様子

池田町での防災講演の様子
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元
国
見
町
消
防
団
長
の
松

浦
幹
男
さ
ん
（
築
舘
）
が
春

の
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
、
5

月
10
日
叙
勲
伝
達
式
が
東
京

で
あ
り
、
松
浦
さ
ん
は
ご
夫

婦
で
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
浦
さ
ん
は
、
昭
和
48
年

に
28
歳
で
入
団
、
平
成
23
年

4
月
に
定
年
（
65
歳
）
で
退

団
す
る
ま
で
38
年
に
わ
た
り

消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

春春
の
叙
勲
及
び
各
種
表
彰

の
叙
勲
及
び
各
種
表
彰

38
年
に
わ
た
り

消
防
団
員
と
し
て
活
躍

元国見町消防団長
  まつ　うら　みき　　お

松 浦 幹 男 さん

ま
た
、
消
防
団
長
と
し
て

国
見
町
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章

で
す
。

　

松
浦
さ
ん
は｢

先
輩
や

同
僚
に
恵
ま
れ
、
家
族
の

理
解
と
協
力
も
あ
っ
た
か

ら
、
消
防
団
の
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い

正
六
位
の
叙
位

　
　
　
　
　
　

故
吉
田
久
男
さ
ん

県
知
事
表
彰
（
社
会
福
祉
功
労
）

　
　
　
　
　
　

三
瓶　

茂
さ
ん

　

民
生
児
童
委
員
の
三
瓶
茂
さ
ん
（
山
崎

宮
舘
）
は
5
月
3
日
、
平
成
25
年
度
福
島

県
知
事
表
彰
（
社
会
福
祉
功
労
）
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
瓶
さ
ん
は
、
平
成
4
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
20
年
間
に
わ
た
り
民
生
児
童
委

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成

19
年
か
ら
の
3
年
間
は
、
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
町
民
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
三
瓶
さ
ん
は
、
高
齢

者
か
ら
乳
幼
児
を
育
て
る
家
庭
ま
で
、
そ

　

故
吉
田
久
男
さ
ん
に
対
し
て
、
内

閣
総
理
大
臣
よ
り
叙
位
が
発
令
さ
れ
、

5
月
15
日
長
男
吉
田
久
代
治
さ
ん
が

受
領
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
吉
田
久
男
さ
ん
は
、
昭
和
50
年

か
ら
平
成
15
年
ま
で
、
7
期
28
年
間

に
わ
た
り
国
見
町
議
会
議
員
と
し
て
、

平
成
7
年
4
月
か
ら
平
成
11
年
4
月

ま
で
は
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な

運
営
等
に
尽
力
、
ま
た
、
16
年
の
永

き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
に
叙
勲
を

受
け
ら
れ
、
今
回
の
叙
位
と
な
り
ま

し
た
。

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

「
今
後
も
地
域
の
福
祉
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

る
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
川
内
地
区
の
水
害
、
そ
し

て
東
日
本
大
震
災
で
す
が
、

各
地
区
ご
と
に
防
災
訓
練

を
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

パ
ニ
ッ
ク
な
る
こ
と
な
く

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

や
は
り
、
日
頃
の
訓
練
が

大
事
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

瑞宝単光章を受章瑞宝単光章を受章　　平成 24年度の国民健康保険で支払った
医療費をお知らせします

 
　国民健康保険加入者の医療費は医療機関で受診する際の受診者負担（1割から 3割）以外は公費
負担しています。高齢者の増加や医療技術の進歩などにより公費負担を含め医療費は全国的に増加
傾向を示しています。
　当町においても、平成 22 年～ 24 年について震災等の影響もあり一人当たり 19,064 円の増となっ
ており、同様に国保税負担も 4,921 円の増となっています。 
　今後、安定的に国民健康保険制度を運営するために、また国民健康保険加入者の税負担を少しでも軽
減するため、日頃から健康づくりに取り組むなど、毎年かかさず健診を受けるなど、予防や早期発見に
努めましょう。　

　　○　医療費を抑えるためにこんなことを心がけましょう 
　　・　ふだんから健康づくりに励み、規則正しい生活をし、適度な運動をしましょう。
　　・　病気の早期発見・早期治療を心がけ、集団検診・人間ドック等を積極的に受けましょう。
　　・　ジェネリック医薬品を積極的に利用しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　保健福祉課国保係☎ 585-2785

児
童
手
当
の
現
況
届

６
月
中
に
提
出
を
！

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
6
月
に
現
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
現
況
届
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
送
付
の
あ
っ

た
方
は
6
月
中
（
平
成
25
年
6

月
28
日
（
金
）
ま
で
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
6
月
分
以
降
の
手
当
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
1
月
1
日

現
在
で
国
見
町
に
住
所
の
な
い

方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
か

ら
「
平
成
25
年
度
所
得
・
課
税

証
明
書
」
を
取
り
寄
せ
て
、
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

　

☎
５
８
５
―
２
７
９
３

医
療
費
（
円
）

国
保
税
（
円
）

　

　国民健康保険加入者の医療費は年々増加しています
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   平成 25 年度経営所得安定対策について、農
家の皆様からの相談を受け付けるため、相談
窓口を設置しています。
　受付期間は次のとおりですので、期間内に
おいでください。
　特に備蓄米の取り組みをされる方について
は、本対策への加入が必要となりますので、
必ずご相談ください。
　なお、経営所得安定対策については、以前
の農業者戸別所得補償制度とほぼ同じ内容と
なっています。
★受付期間・時間
　7月 1日まで（午前 8時 30 分～午後 5時）
★申請場所　産業振興課 （観月台文化センター内）
★相談窓口　産業振興課  ☎ 585-2986
　　　　　　ＪＡ伊達みらい国見営農センター
　　　　　     ☎ 585-2660

経営所得安定対策受付が
始まっています

（旧：農業者戸別所得補償制度）  

岐阜県池田農業委員会の動き

　5月 20 日に定例総会が開催され、次のとお
り確認されました。

　◎農地転用     市街化区域内 1 件
　　　　　　　市街化調整区域内 ２件
　◎農地の賃貸借　設定 3件   
　◎農用地利用集積計画の決定
　◎点検・評価及び活動計画の策定について

線量低減化活動支援事業
－事業実施団体に補助金を交付－

　将来を担う子どもたちが生活空間として
過ごす時間が多い通学路や公園などにおけ
る放射線量の低減を図るため、町内会、Ｐ
ＴＡ、ボランティア団体などによる堆積物
の除去や草木等の刈払いなどを実施する場
合、１事業実施団体当たりの世帯数または
構成員数により、下記に定める額を限度と
して補助金を交付します。
　なお、本事業の実施を希望される場合は、
事前に原発災害対策課までご相談くださ
い。

世帯・構成員数 補助限度額

１００以上 ２０万円

５０以上１００未満 １５万円

５０未満 １０万円

◆問い合わせ　原発災害対策課
　　                      ☎  585-2158

仮
置
場
候
補
地
の

　
　
　
　
　

調
査
測
量
実
施
中

　

除
染
作
業
で
発
生
す
る
汚
染
廃
棄
物
の

仮
置
場
に
つ
い
て
、
既
に
選
定
さ
れ
た
藤

田
、
小
坂
、
大
枝
の
３
箇
所
の
調
査
測
量

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
測
量
は
、
除
染
作
業
で
発
生

す
る
汚
染
廃
棄
物
を
安
全
に
保
管
す
る
た

め
、
仮
置
場
候
補
地
の
地
盤
や
地
下
水
位

な
ど
の
調
査
を
行
い
、
更
に
測
量
に
よ
り

仮
置
場
の
形
状
や
配
置
を
設
計
し
、
仮
置

場
を
安
全
に
設
置
す
る
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。

　

調
査
測
量
に
は
２
〜
３
カ
月
ほ
ど
要
し

ま
す
が
、
完
了
後
、
造
成
工
事
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　

ファイナンシャルプランナーによる
      「納税相談会」を実施します

　相談内容をもとに家計診断をし、生活改善の
ための提案をします。
　住宅ローンや事業資金を始めとした借入金、
保険、年金等、税に限らず家計全般にわたって、
見直しができます。
　一人で悩まず、一緒に解決方法を考え、支援
していきます。
日　時　平成 25 年 8月 5日　（月）
　　　　午前 9時～午後 4時 20 分
場　所　観月台文化センター第 2会議室
相談員　ファイナンシャルプランナー
　　　　松永　長一氏
内　容
　・相談人数　10 名程度
　・御一人あたりの相談時間 30 分間
　・ご希望される方は、事前予約（先着順）を
　　お願いします。電話予約可
　
　申込時必要情報
　①氏名　②住所
　③電話番号
　④ご希望の相談時間帯　

◆問い合わせ　税務課収納係
　　　　　　　☎ 585-2780 

ふくしまの果物を全国へ
2013 ミスピーチキャンペーンクルー来町

　ミスピーチキャンペーンクルーが 5月 27
日に来町しました。
　１２名のキャンペーンクルーのうち 5名が
役場を訪れ「福島の果物を全国にＰＲします」
と力強く抱負を述べました。
　キャンペーンクルーは、今後首都圏などで
福島県産の果物の消費拡大に向けた活動を展
開します。

ボーリングによる地盤調査

ふくしまの果物を全国へ
ミスピーチキャンペーンクルー来

県池田農業委員会の動き

 6 月の農業員会定例総会は次のとおりです。
傍聴にお出でください。
　◎時     6 月 17 日（月）午後 1時 30 分 
　◎場所　観月台文化センター　大研修室
　◆問い合わせ　農業委員会事務局　　　　
　　　　　　　　 ☎ 585-2890  

新
た
に
仮
置
場
候
補
地

　
　
　
　
　
　

２
箇
所
を
選
定

   

東
日
本
大
震
災
復
旧
復
興
対
策
推
進
国
見

町
民
会
議
の
藤
田
方
部
会
が
５
月
24
日
、
大

木
戸
方
部
会
が
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
各
１
箇
所
を
新
た
に
仮
置
場
候
補
地

と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
選
定
さ
れ
た
仮
置
場
候
補
地
の
場
所

は
、
藤
田
方
部
は
大
字
石
母
田
字
日
矢
来
、

天
狗
坂
地
内
の
約
0
・
８
㌶
、
大
木
戸
方
部

は
大
字
貝
田
字
玉
ノ
木
地
内
の
約
０
・
85
㌶

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
５
箇
所
の
候
補
地
と

な
り
総
面
積
で
約
４
・
1
㌶
と
な

り
、
藤
田
方
部
は
２
箇
所
の
選
定

が
進
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

仮
置
場
に
つ
い
て
は
約
10
㌶
が

必
要
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
引
き
続
き
仮
置
場
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
仮
置
場
の
確
保

に
連
携
し
、
住
宅
除
染
の
準
備
も

進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

藤
田
方
部
の
仮
置
場
候
補
地

（
大
字
石
母
田
字
日
矢
来
地
内
）

のの
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⑦

①鼓笛演奏（６年生）
②応援合戦
③綱引き（３・４年生）
④ 3・４年生 100 ｍ走
⑤下学年紅白対抗リレー
　　　　　　（1～３年生）
⑥奥州あつかし合戦
　　　　　　（５～６年男）
⑦チェッコリ玉入れ
　　　　　　（1～２年生）

①

⑥

②

③

④

⑤

⑧下学年紅白対抗リレー
    　　　　     （１～３年生）
⑨２年生 80ｍ走
⑩なかよく学校たんけん
⑪５・６年生竹取物語
⑫５・６年生 150 ｍ走

⑧

⑨

⑩

⑫

⑪
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－プロフィール－
・代表者　齋藤　豊子　
・活動日　毎週木曜日
・主な活動場所　小坂農村センター
・会員数　21 名
・会　費　1,500 円／月
・問い合わせ　齋藤　豊子　☎ 585-5430

太　極　拳

稲村　紫月　（1年）

県北中学校

心も体も
　リフレッシュ

VOL21VOL21

　

太
極
拳
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は

ご
存
知
で
す
か
？
太
極
拳
は
、

中
国
伝
統
の
武
術
で
あ
り
、
現

在
で
は
、
世
界
中
で
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
健
康

運
動
の
一
つ
で
す
。

　
「
国
見
太
極
拳
愛
好
会
」
は

平
成
20
年
７
月
に
公
民
館
主
催

の
太
極
拳
教
室
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
高
齢
者
の
転
倒
防
止
の

た
め
に
と
平
成
20
年
９
月
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
会
員

が
21
名
で
、
主
な
活
動
は
毎
週

木
曜
日
に
矢
部
良
子
先
生
か
ら

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

太
極
拳
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た

穏
や
か
な
動
き
で
身
体
の
筋
肉

の
各
所
を
伸
ば
し
、
正
し
い
姿

勢
を
保
つ
、
骨
格
、
間
接
の
動

き
を
柔
ら
か
く
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
運
動
中
は
中
腰
状
態

で
身
体
を
動
か
す
た
め
足
腰
を

鍛
え
る
効
果
も
あ
り
高
齢
者
の

転
倒
防
止
に
も
な
り
ま
す
。
週

１
回
の
練
習
を
し
な
が
ら
、「
県

武
術
協
会
交
流
大
会
」「
国
見

町
の
文
化
祭
」
等
の
発
表
の
場

を
目
標
と
し
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
練
習
中
は
、
気
持

ち
を
集
中
さ
せ
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
様
子

で
、
と
て
も
穏
や
か
な
表
情
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
見
太
極
拳
愛
好
会
の
代
表

を
務
め
る
齋
藤
豊
子
さ
ん
は
、

「
今
後
も
高
齢
化
社
会
の
中

で
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
々
の
練
習
を
し
て
、
み
ん
な

で
楽
し
く
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

是
非
み
な
さ
ん
も
足
腰
を
鍛

え
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

齋藤　奈緒　（1年） 小池　龍成　（1年）内村　駿　（1年）

新店舗の完成祝う
ＪＡ伊達みらい国見総合支店で竣工式

　東日本大震災や老朽化により改築が進められていた、

ＪＡ国見総合支店が４月 30 日完成し、当日竣工式では

太田久雄町長、伊達みらい農業協同組合大橋信夫組合長

ら参列のもと、三吉神社松浦知弘宮司により竣工神事式

が行われました。

　新しく建てられた建物は、1階部分は金融店舗、2階

部分は「みらいホール国見」で 100 人以上が収容でき、

可動式の仕切により大小の部屋にすることが可能で、エ

レベーターは車椅子も対応できる設計となっています。

大橋信夫組合長から、「地域のみなさんの集いの場とし

て活用していただきたい」とあいさつがありました。

在宅介護の支援のために
介護慰労金を贈呈

　重度の要介護者を自宅で介護している方に対する
介護慰労金の贈呈が 5月 9日、町内の対象となる世
帯に対して行われました。当日は、太田久雄町長が
母親を介護している佐久間ユキ子さん宅（第 11 町
内会）を訪れ、励ましの言葉をかけ、常日頃の介護
の労をねぎらいました。佐久間さんは、「自分が見
られないときは妹達にも手伝ってもらっています」
と笑顔で話されていました。
　介護慰労金は、家族の精神的な負担を軽減し、居
宅介護の支援をすることを目的として贈呈されるも
ので、今年度は、７名の方に贈られました。

「くにみももたん」人気で
国見町農業市

　今年で 55 回目を迎える、国見農業市が 5月 5 日晴
天のなか、観月台公園で「国見ゴーゴーゴー」の掛け
声で開催されました。　
　当日は、地元農産物や苗木を販売する 57 店舗や町商
工会商業部による「竹の子茶屋」による国見バーガー
やとうふバーガーが限定販売され、売り切れてしまう
ほど大人気となりました。
　また、国見町マスコットキャラクターの「くにみも
もたん」や「キビタン』も登場し、子どもたちの人気
者となっていました。

　兵庫県で第 37 回全国こども美術大賞展が 3月３
日～ 24 日まで開催され、全国から約 9000 点の応募
がありました。その中から「小さな画家の家」（石
原晃雲先生）生徒の佐藤菜子さん、佐藤夏さんが個
人最高賞の特選に選ばれました。佐藤菜子さんはお
母さんが洗濯する様子を、佐藤夏さんは魚が沢山い
るつり船の絵を描きました。その他同教室から入選、
佳作に次の５名が選らばれました。入選＝源田彩心
さん、齋藤圭太さん、岡崎愛夏さん、佳作＝鈴木美
音さん、斎藤桃子さん

まちのわだいまちのわだい

２人が特選受賞
第37回全国こども美術大賞展

稲村 紫 （ 年） 内村 駿 （ 年） 齋藤 奈緒 （ 年） 小池 龍成 （ 年）
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＊＊＊　3歳 6か月児 健 診　＊＊＊　
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

平成 22 年 1月 1日～
平成 22 年 3月 20 日生まれの幼児 8月 22 日（木） 　午後 1時 30 分～　　　　　午後 1時 45 分

小坂農村総合管理
センター

いのちを救う　愛の献血にご協力を !!　
6 月 28 日（金）は国見町の献血の日です。

＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊
対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者 8月 7日（水） 　午前 10 時～

　　　　午前 11 時 30 分
子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】
　★身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585 - 2374）に電話でお申し込みください。

【1号車】 【2号車】
実施場所 受付時間 実施場所 受付時間

　観月台文化センター前 9:00 ～ 11:00 　八巻石材工業㈱　国見工場前 9:00 ～ 11:00

　㈱大岩マシナリー　国見事業所前 12:00 ～ 13:00 　㈱国見メディアデバイス前 11:30 ～ 13:00

　一心堂薬局前 14:30 ～ 15:30 　㈱福梁製作所前 14:30 ～ 15:30

　福島信用金庫　国見支店前 16:00 ～ 17:00 　清水製作所㈱　福島工場前 16:00 ～ 17:00

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

・3か月児（平成 25 年   4 月生まれ）
・9か月児（平成 24 年 10 月生まれ） 8月 29 日（木）

　午後 1時 15 分～
　　　　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　
　★医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　★ 9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

『子どもの健康と環境に関する全国調査『子どもの健康と環境に関する全国調査
（エコチル調査）』にご協力をお願いします（エコチル調査）』にご協力をお願いします

　ぜんそくやアトピー性皮膚炎など、子どもの病気の原因のひとつに、環境化学物質（生
活環境の中にある物質）があると考えられています。
　環境省ではその原因を明らかにし、病気の予防や子どもたちが健やかに育つための環
境整備に役立てるため、全国 10 万人の妊婦さんを対象にお子さんが 13 歳になるまで
参加いただく調査を平成 23 年 1月から開始しています。

◆対 象 者 ：福島県内に住民登録がなされており、今後も日本国内にお住まいの予定で、　
　　　　　   協力医療機関で出産予定の妊婦さんとその赤ちゃん、お父さん

◆調査内容：お母さん・・・質問票調査ほか、血液、尿、毛髪、母乳を採取
　　　　　　お子さん・・・質問票調査のほか、出産時にへその緒（さい帯）の血液、入
　　　　　　　　　　　　　院中に行う先天代謝異常検査と一緒に数滴の血液、毛髪を採取
　　　　　　お父さん・・・質問票調査、血液採取

◎お問い合わせ先◎お問い合わせ先
≪エコチル調査福島ユニットセンター専用フリーダイヤル≫
　☎ 0120-327-735（平日 9：00 ～ 17：00）

《福島県立医科大学　エコチルふくしま　ホームページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.ecochil-fukushima.jp/ ≫

　福島県では、エコチル調査福島ユニットセンター（福島県立医科大学内）が県内の
全市町村を対象に実施しています。

 　エコチル調査の参加登録は平成 26年 3月末までです。

【健診内容】　
　★内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。
　★心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　★健診該当者には後日健診票を郵送します。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！
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放
送
大
学

10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25

年
度
の
第
2
学
期
（
10
月
入

学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

▼
出
願
期
間　

8
月
31
日
土
ま

で▼
問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
４
‐
９
２
１

‐
７
４
７
１

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

　

収
入
が
少
な
い
な
ど
の
理
由

で
国
民
年
金
を
納
め
ら
れ
な
い

方
の
た
め
に
免
除
制
度
や
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
全
額
免
除
の
ほ

か
、
保
険
料
の
４
分
の
３
、２
分

の
１
、４
分
の
１
を
納
付
す
る
と

残
り
の
保
険
料
が
免
除
と
な
る

一
部
免
除
や
30
歳
未
満
の
方
の

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
、

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
各
々

の
前
年
の
所
得
等
で
審
査
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
免
除
等
を
受
け

た
過
去
の
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
平
成

25
年
度
分
の
免
除
等
の
申
請
受

付
は
、
７
月
か
ら
と
な
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
の
免
除
等
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
年
金
手
帳
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
役
場
保

健
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
保
健
福
祉
課
国
保
係

☎
５
８
５
‐
２
７
８
５

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会
を
開
催

　

平
成
26
年
3
月
新
規
大
学
等

を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
23
年

3
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在

就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計

画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
福
島

労
働
局
で
は
新
卒
で
就
職
が
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
方
や
、
卒
業
後
、

現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

７
月
13
日
土
午

後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま　

Ｃ
ホ
ー
ル

▼
問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課　

☎
５
２
９
‐
５
３
９
６

被
災
者
支
援
「
特
設
登
記

人
権
相
談
所
」
の
開
設

　

震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
被
災
者
が
仮

設
住
宅
等
で
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
様
々
な
不
安
を
抱
え
る

な
か
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う
財
物

賠
償
等
の
問
題
等
も
未
決
の
た

め
、
避
難
先
市
町
村
を
中
心
に

「
特
設
登
記
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

▼
相
談
日
時　

７
月
16
日
火
午

前
10
時
〜
午
後
３
時　

▼
相
談
場
所　

国
見
町
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー　

大
研
修
室
等

▼
問
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
５
3
４
‐
１
９
４
１

労
働
保
険
の
年
度
更
新

等
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
手
続

くらしのくらしの
情　報情　報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

き
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
申
告
期
限　

７
月
10
日
水
ま

で▼
申
告
場
所　

最
寄
り
の
銀
行
、

郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、

福
島
労
働
局

▼
問
福
島
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
室
☎
５
３
６
‐

４
６
０
７

「
移
動
点
字
図
書
館
」
開

催
に
つ
い
て

　

移
動
点
字
図
書
館
は
、
点
字
、

録
音
図
書
の
展
示
、
福
祉
機
器
・

用
具
の
展
示
・
紹
介
、
盲
導
犬

や
白
杖
を
使
っ
た
歩
行
体
験
な

ど
他
に
も
様
々
な
体
験
や
、
紹

介
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
視
覚
障

が
い
者
の
立
場
に
立
っ
て
体
験

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
30
日
日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

保
原
中
央
会
館　

第

一
研
修
室

▼
問
福
島
県
点
字
図
書
館

☎
５
３
１
‐
４
９
５
０

戸 籍 の 窓 口
4月 21 日～ 5月 20 日受付分

●結婚おめでとう●
　大平　晃久さん　　

　佐藤　あゆみさん

　　

●誕生おめでとう●
　
　鈴木　寛

かんな
南ちゃん（本 町）

　　　康寛さん　聖心さん
　
　齋藤　心

こはる

晴ちゃん（山 崎 北）
　　　俊彦さん　えりさん

　黒田　あいるちゃん（泉 田 下）
　　　成嗣さん　美咲さん
　

●おくやみ申し上げます●
　齋藤　　清さん　73（石母田表）

　栗𠩤　光雄さん　87（宮　　東）

　我妻　至孝さん　73（藤田宮前）

　根本　秋雄さん　83（駅　　前）

　横山    トモさん　84（泉 田 中）

　佐藤ヱミ子さん　68（貝　　田）

　掲載を希望されない方は、届出の
際にお申し出ください。

【心配ごと相談】
 ・開催日及び相談員
   11 日（木）八巻忠義さん
   　　　         菊地千津子さん　
   25日（木）松浦光子さん
   　　　　　  安田　駒さん
 ・場所　観月台文化センター
 　　　　第 2和室
 ・時間　午前 9時～正午

７
月
の
相
談
会

【障がい者相談】
 ・開催日　16日（火）
 ・場所　観月台文化センター
 　　　   保健指導室
 ・時間　午前 10時～午後 4時
 ・相談事業受託者
    ＮＰＯ法人 「ひびきの会」

今月の今月の

町県民税（第１期）
納期限は…

7 月 1日（月）

納　税

　
　　平成 25 年 4月 30 日現在
　　　人口　  　9,984 人（△ 20）
　　　男　　　  4,801 人（△ 16）
　　　女　　  　5,183 人（△   4）
　　　世帯　  　3,341 世帯（+8）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。   

人口と世帯

（宮　　東）

日
本
政
策
金
融
公
庫
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、
金

融
円
滑
化
法
の
期
限
到
来
後
も
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
の
経
営
改
善
お
よ

び
資
金
繰
り
を
一
層
応
援
す
る

た
め
に
、全
支
店
に
「
経
営
改
善
・

資
金
繰
り
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
近
く

の
支
店
ま
た
は
事
業
資
金
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▼
問
事
業
資
金
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐

５
０
５

事
業
系
ご
み
の
処
分
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

事
業
活
動
で
発
生
し
た
ご
み

に
つ
い
て
は
、
一
般
家
庭
ご
み

収
集
所
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
住
民
の
方
か
ら

事
業
系
ご
み
を
出
し
て
い
る
人

が
い
る
と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
事
業
系
ご
み
の
収

集
運
搬
に
つ
い
て
は
、
伊
達
地

方
衛
生
処
理
組
合
へ
自
己
搬
入

す
る
か
、
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
住
民
生
活
課
住
民
防
災
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
６

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
6

月
24
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の

7
日
間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱

え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
以
外
の
日

募　

集

募　

集

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
お

い
て
も
、
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で
、
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
期
間　

平
成
25
年
6
月
24
日

月
〜
30
日
日
ま
で
の
7
日
間

▼
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
7
時
ま
で
。
た
だ
し
、
6
月
29

日
土
・
6
月
30
日
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で

　

ま
た
、
6
月
29
日
土
・
30
日

日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で

▼
問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

１
１
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
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毎
日
を
ハ
ツ
ラ
ツ
と
！

　

成
人
学
級
開
講
式

　

4
月
26
日
、
32
名
の
学
級
生
が

出
席
し
て
、
開
講
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

式
で
は
今
年
度
新
入
生
2
名
の

紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
岡
崎
忠
昭

教
育
長
か
ら
「
成
人
学
級
の
活
動

を
通
し
て
自
分
の
見
識
を
深
め
る

と
と
も
に
家
庭
・
地
域
に
広
め
て

欲
し
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
立
藤
田
総
合
病
院
副

院
長
佐
藤
昌
宏
先
生
を
講
師
に
迎

え
「
脳
梗
塞
の
予
防
」
に
つ
い
て

記
念
講
演
が
あ
り
、
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
た
め
に
①
症
状
②
原
因

③
予
防
④
脳
卒
中
に
な
っ
た
場
合

　　　　　　学級生に講演する佐藤昌宏先生

  

元
気
に
若
々
し
く

  

阿
津
賀
志
学
級
開
講
式

　　

5
月
9
日
、
学
級
生
97
名
が
加

入
し
て
、
開
校
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
入
生
5
名
に
太
田

久
雄
町
長
か
ら
交
通
安
全
大
学
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学

級
生
が
活
動
を
通
し
て
充
実
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
と
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
後
の
第
1
回
全
体
学
習
で
は
、

公
立
藤
田
総
合
病
院
長
堀
川
哲
男

先
生
を
講
師
に
迎
え
「
い
つ
ま
で

も
元
気
で
若
々
し
い
生
き
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
健
康
維
持
に
は
、「
運

動
・
食
事
・
メ
ン
タ
ル
」
を
三
本

の
柱
に
し
、
何
事
も
前
向
き
に
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ユーモアを交えて講演する堀川哲男先生

参加者
募集

参加者
募集

平成 25年度町民登山
東吾妻山（福島市）
7月 28 日（日）

　真夏こそ高山の雄大な景色を楽しもう！

◆行　　程   浄土平レストハウス⇒姥ヶ原⇒東吾妻山
               　     ⇒景場平⇒鳥子平登山口
◆集合時間　午前８時３０分 ( 帰着予定：午後５時）
◆集合場所　観月台文化センター　正面駐車場
◆募集人数　先着 25 名
　※町内在住または在勤の健脚な方
◆参加料　お一人様 2,000 円（バス代等）
◆携行品　登山靴  （スニーカー不可）、帽子、手袋
　　　　　　昼食、飲み物、雨具（カッパ）、 タオルなど
◆お申込み　7月 6日（土）午前 10 時～受付開始
　  ※お一人様 2名まで。参加料を添えて公民館窓口へ

【お申込み・お問合せ】
      生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676

国史跡「阿津賀志山防塁」
第 13 次発掘調査現地説明会
　調査成果を現地にて説明いたします！
日　時：６月１５日 ( 土 )　13:30 ～
場　所：大木戸（大橋地内）
駐車場：JA伊達みらいライスセンター
問合せ：生涯学習課　☎ 585-2676

　

5
月
11
日
、
30
名
の
教
室
生
で

開
講
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
国
見
小
学
校
菅

野
光
廣
校
長
か
ら
、
学
習
意
欲
と

仲
間
づ
く
り
に
つ
い
て
孔
子
の
論

語
を
用
い
た
言
葉
が
教
室
生
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
後
は
、「
早
く
友
達
に
な
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
鈴
木
道
代
先
生
（
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
の
指
導

で
レ
ク
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
頭

と
体
を
同
時
に
使
う
レ
ク
や
2
班

に
分
か
れ
て
対
戦
す
る
ゲ
ー
ム
な

ど
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
を
教
室
生
は

夢
中
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
登
録
児
童
61
名
の

う
ち
49
名
が
参
加
し
て
、
開
所
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
岡
崎
忠
昭
教
育
長
か

ら
「
友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
励
ま
し
の
言
葉
と
国
見

小
学
校
、
菅
野
光
廣
校
長
か
ら
「
わ

ん
ぱ
く
」
の
意
味
や
国
見
町
の
こ

と
に
つ
い
て
、
な
ぞ
な
ぞ
が
出
さ

れ
、
子
ど
も
達
は
、
喜
ん
で
答
え

て
い
ま
し
た
。
式
後
の
活
動
で
は
、

一
年
間
使
う
名
札
を
手
作
り
し
、

続
い
て
「
忍
者
ラ
ン
ド
」
な
ど
の

ゲ
ー
ム
遊
び
で
、
お
も
い
っ
き
り

駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

活
動
は
地
域
の
方
、
保
護
者
の

ス
タ
ッ
フ
が
見
守
る
中
、
創
作
や

運
動
遊
び
、
調
理
な
ど
、
様
々
な

体
験
を
年
11
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

6 月 8日 土 みみずく「おはなし会」
        9 日 日 町民ハイキング「鹿狼山（新地町）」
11日 火 阿津賀志学級「研修旅行」（会津方面）
13日 木 枕草子に親しむ会①　

子ども移動図書館（国見小 3年生）
15日 土 阿津賀志山防塁発掘調査現地説明会

国見っ子わんぱく広場
16日 日 沢木順復興支援コンサートⅢ

家庭の日
18日 火 子ども移動図書覧（国見小２年生）
19日 水 塩麹作りと麹料理教室①
20日 木 枕草子に親しむ会②                                                                                                           

子ども移動図書館（国見小１年生）
27日 木 枕草子に親しむ会③

子ども移動図書館 ( 国見小３年生）
ブックスタート

28日 金 成人学級「ヨガ教室」
塩麹作りと麹料理教室②　

29日 土 少年仲間づくり教室 「カローリング」
7月 1日 月 休館日

2日 火 子ども移動図書館（国見小２年生）
4日 木 枕草子に親しむ会④

子ども移動図書館（国見小１年生）
6日 土 少年仲間づくり「キャンプオリエ

ンテーション」
9日 火 三学級合同学習「町長講話」

行事のお知らせ

熱
戦
！
国
見
は
燃
え
て
い
る
か

　

町
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

5
月
19
日
か
ら
26
日
に
か
け
、

5
種
目
の
競
技
に
町
内
の
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
約
３
８
０
名
が
出
場
し

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
の
総
合
開
会
式
で
は
、

軟
式
野
球
競
技
か
ら
国
見
ド
リ
ー

ム
ク
ラ
ブ
の
原
田
武
重
選
手
が
高

ら
か
に
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
、

太
田
久
雄
町
長
の
始
球
式
で
大
会

の
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
軟
式
野
球
】（
出
場
３
チ
ー
ム
）

▼
優
勝
…
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ
▼

準
優
勝
…
国
見
町
役
場

【
テ
ニ
ス
】（
出
場
者
10
名
）

▼
優
勝
…
高
橋
優
希
・
高
橋
千
尋

組
▼
準
優
勝
…
菊
地
慎
一
・
菊
地

さ
か
え
組
▼
第
三
位
…
伊
藤
啓
一

郎
・
鴫
原
陽
子
組

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】（
出
場
者

50
名
）

▼
優
勝
…
佐
藤
孜
▼
準
優
勝
…
紺

野
寮
吉
▼
第
三
位
…
滝
川
ヒ
ロ

【
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】（
出
場
７

チ
ー
ム
）

▼
優
勝
…
ス
ピ
リ
ッ
ツ
▼
準
優
勝

…
ド
リ
ー
ム
▼
第
三
位
…
マ
ミ
ー

ズ
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】（
出
場
９
チ
ー

ム
）

▼
優
勝
…
Ｇ
Ｅ
Ｔ
，
Ｓ
ソ
フ
ト
ク

ラ
ブ
▼
準
優
勝
…
ピ
ー
チ
ー
ズ
▼

第
三
位
…
Ｔ
・
イ
ー
グ
ル
ス
、
公

立
藤
田
総
合
病
院

開会式での選手宣誓

活動が楽しみな教室生

学習意欲溢れる女性教室生

忍者ランドを楽しむ国見っ子達

熱戦の様子（家庭バレーボール）

の
処
置
等
わ
か
り
や
す
く
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
「
脳
卒
中
、

起
き
た
ら
す
ぐ
に
藤
田
病
院
」
の

合
言
葉
を
み
ん
な
で
復
唱
し
ま
し

た
。　

健
康
で
1
年
間
活
動
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
今
年
度
の
学
習

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

遊
ん
で
学
ん
で
新
し
い
発
見
！

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

開
所
式

明
る
く
朗
ら
か

く
に
み
女
性
教
室
開
講
式

　　

5
月
15
日
、
新
入
生
３
名
を
迎

え
34
名
が
参
加
し
て
、
開
講
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
岡
崎
忠
昭
教
育
長
か

ら
「
女
性
教
室
で
の
学
び
を
家
庭

や
地
域
に
還
元
し
て
、
男
性
に
も

家
庭
か
ら
外
に
出
て
イ
キ
イ
キ
活

動
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
の
学
習
計
画

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し

た
。
６
月
の
移
動
教
室
を
皮
き
り

に
、
年
間
12
回
の
全
体
学
習
と
ハ
ー

ブ
、
手
工
芸
、
音
楽
、
料
理
な
ど

の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
学
習
に
取
り

組
み
ま
す
。

楽
し
い
体
験
が
い
っ
ぱ
い

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
開
講




